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漕
出
る
舟
の
行
衛
や
白
波
の
。
立
居
苦
敷
。
浮
身
哉
。

是
は
西
塔
の
武
蔵
坊
弁
慶
に
て
候
。

扨
も
我
君
判
官
殿
。
科
な
き
御
身
の
情
な
く
も
。

落
人
と
な
ら
せ
給
ひ
つ
ゝ
。
大
物
の
浦
よ
り
お
船
に
召
。

四
国
に
渡
り
。
伊
予
の
河
野
を
御
頼
み
有
べ
き
と
て
。
八

島
の
浦
迄
船
出
せ
し
に
。
悪
風
烈
敷
吹
落
て
。
御
船
あ

や
う
か
り
け
る
に
。
諸
天
の
加
護
や
有
つ
ら
ん
。
辛
き
命

を
扶
り
て
。
風
静
ま
れ
ば
夫
よ
り
も
。
暁
方
に
艫
を
立

「「「「「「

立
衆
一
声

シ
テ

サ
シ

立
衆

シ
テ
詞

尉
、サ
シ

て
〳
〵
。
漕
行
末
の
跡
の
波
。
足
下
共
知
ら
ぬ
海
の
上
。

焉
く
成
覧
夜
深
き
に
。
遠
島
守
の
漁
火
の
。
ほ
の
幽
か
に

ぞ
見
え
に
け
る
。
是
を
便
り
に
舟
子
共
。
と
あ
る
岸
に

ぞ
漕
よ
す
る
。
〳
〵
。

い
か
に
申
上
候
。
難
風
を
御
凌
ぎ
有
て
。
御
着
岸
目
出
度

御
事
に
て
候
。
又
漁
火
の
か
げ
に
て
見
候
へ
ば
。
老
翁
一

人
来
り
候
。
此
者
に
所
を
尋
申
さ
ふ
ず
る
に
て
候
。
シ
カ
〴
〵

す
は
遠
寺
の
鐘
の
声
。
此
磯
近
く
聞
え
候
。
ま
だ
夜
深
き
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と
。
白
浪
の
上
に
あ
や
敷
舟
の
見
ゆ
る
。
あ
な
怖
ろ
し
や
。

い
ざ
帰
ら
ば
や
と
思
ひ
候
。

い
か
に
尉
殿
。
此
浦
は
焉
く
の
程
に
て
候
ぞ
。
御
教
へ
候

へ
。

是
は
此
所
に
て
候
。
見
馴
申
さ
ぬ
御
事
成
が
。
此
所
を
御

尋
候
ぞ
や
。
此
浦
は
。
漁
火
の
藻
塩
の
煙
風
に
消
て
。
吹

明
し
た
る
荻
の
一
村
。

是
は
不
思
議
の
答
や
な
。
其
様
賤
き
老
翁
の
。
一
首
の
歌

「「「「「「

シ
テ
詞尉

シ
テ

義
経尉

シ
テ
詞

を
返
答
と
す
。
覚
束
な
し
や
い
か
な
ら
ん
。

辞
々
是
は
謂
あ
ら
ん
。
げ
に
〳
〵
思
ひ
出
し
た
り
。
詠
ず

る
和
歌
の
其
中
に
。
荻
の
一
村
と
申
社
。
荻
に
様
々
異
名

あ
り
。

実
能
心
得
給
ふ
物
か
な
。
其
浜
荻
は
所
が
ら
に
て
。
葭
と

も
申
蘆
と
も
い
ふ
。

一
村
と
読
し
心
社
。
村
と
云
は
里
の
事
。
人
里
と
い
ふ
事

成
べ
し
。
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も
し
ほ
の
煙
風
に
消
て
と
。
詠
ぜ
し
心
は
何
と
〳
〵
。

夫
は
唯
こ
の
海
辺
に
。

こ
と
よ
せ
た
ら
ん
歌
の
風
情
か
。

扨
漁
火
の
心
は
い
か
に
。

実
々
い
ざ
り
と
い
ふ
事
も
。
是
も
海
辺
の
風
情
か
や
。

否
々
是
は
さ
は
非
じ
。
古
き
歌
に
も
漁
火
と
は
。

難
波
入
江
に
。

寄
せ
ら
れ
た
り
。

「「「「「「「「「「「「「
尉

義
経詞尉

シ
テ尉

シ
テ尉同尉同尉同

扨
は
津
の
国
蘆
の
屋
の
。
〳
〵
。
浦
に
や
ふ
ね
を
よ
せ
つ

ら
ん
。
難
波
の
事
も
今
ぞ
知
る
。
扨
尉
殿
は
此
浦
の
人
か

さ
も
あ
ら
ば
。
行
方
尋
申
さ
ん
。

我
は
な
ど
住
家
な
し
と
や
い
ふ
だ
す
き
。
神
の
宮
居
は
爰

と
て
も
。
猶
住
吉
の
浦
の
波
。

帰
る
姿
は
遠
近
の
。
立
木
も
知
ら
ぬ
此
尉
が
。

老
の
浪
間
の
明
方
に
。

岸
根
の
小
舟
。
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指
寄
せ
と
。

我
は
人
間
に
非
ず
と
よ
。
明
神
爰
に
来
り
つ
ゝ
。
源
氏
を

加
護
し
申
な
り
。
濁
ら
ね
ば
こ
そ
神
守
る
。
我
も
其
名
は

住
吉
と
。
か
き
消
や
う
に
失
に
け
り
。
〳
〵
。

誠
に
有
難
き
御
告
哉
。
先
此
所
に
御
逗
留
有
て
。
其
後
お

船
を
出
し
申
さ
ふ
ず
る
に
て
候
。

尤
に
て
候
。
シ
カ
〴
〵

い
か
に
申
上
候
。
此
所
の
国
司
芦
屋
の
三
郎
。
君
を
討
奉

「「「「「「「
尉同

シ
テ

義
経

ト
モ

シ
テ

ワ
キ

ら
ん
と
て
。
大
軍
を
以
て
よ
せ
来
る
と
申
候
。

言
語
道
断
の
次
第
に
て
。
去
な
が
ら
何
程
の
事
の
候
べ
き
。

さ
り
な
が
ら
御
弓
断
有
間
敷
候
。
其
時
弁
慶
陸
を
見
れ

ば
。
軍
兵
数
多
鉾
さ
き
を
揃
へ
。
よ
せ
来
る
。
こ
は
そ
も

い
か
成
も
の
や
ら
ん
。

抑
是
は
当
国
の
住
人
。
芦
屋
の
三
郎
光
重
也
。
扨
も
義
経

落
人
と
成
給
ひ
。
此
所
に
来
り
給
ふ
社
幸
な
れ
。
い
そ
ぎ

討
取
て
鎌
倉
殿
へ
参
ら
せ
ん
と
。
三
百
余
騎
を
引
率
し
。
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時
の
声
を
ぞ
揚
に
け
る
。

其
の
時
弁
慶
得
た
り
や
と
。
〳
〵
。
船
よ
り
陸
に
飛
上
り

て
。
長
刀
頓
て
取
直
し
。
弓
手
や
馬
手
に
切
払
ふ
。
さ

し
も
の
よ
せ
て
も
た
ち
ま
ち
に
。
十
七
八
騎
切
ふ
せ
ら
れ
。

其
外
手
負
太
刀
を
捨
。
半
町
計
逃
去
て
。
重
て
近
づ
く
勢

も
な
し
。

其
時
光
重
是
を
見
て
。
〳
〵
。
い
で
物
見
せ
ん
手
な
み
の

ほ
ど
ゝ
。
太
刀
抜
持
て
進
け
り
。
弁
慶
長
刀
追
取
の
べ
て
。

「「
同同

互
に
龍
虎
の
威
を
諍
ひ
て
。
秘
術
を
尽
し
。
た
ゝ
か
ひ
し

が
。
元
来
弁
慶
剛
の
者
。
さ
そ
く
は
き
い
つ
。
長
刀
と
り

の
べ
。
畳
み
重
て
透
間
あ
ら
せ
ず
切
払
へ
ば
。
さ
し
も
の

光
重
き
り
た
て
ら
れ
て
。
た
ゞ
よ
ふ
所
を
長
刀
と
り
の
べ
。

車
切
に
。
か
し
こ
へ
切
ふ
せ
。
悦
び
勇
み
〳
〵
。
勝
鬨
作

つ
て
帰
り
け
り
。
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